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役場新庁舎建設

役
場
新
庁
舎
建
設
場
所
は
…

庁
舎
の
場
所
を
含
む
会
津
坂
下
町
役
場
新
庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
指
針

町
は
２
月
に
新
庁
舎
に
関
す
る
住
民

説
明
会
を
各
地
区
で
開
催
し
、
新
庁
舎

の
建
設
場
所
を
「
旧
坂
下
厚
生
総
合
病

院
跡
地
」
に
す
る
と
説
明
し
て
き
ま
し

た
。３

月
定
例
会
に
お
い
て
、「
建
設
場

所
を
含
む
会
津
坂
下
町
役
場
新
庁
舎
建

設
の
基
本
的
な
指
針
」
と
い
う
議
案
が

議
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
新
庁
舎
建

設
検
討
特
別
委
員
会
で
議
論
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
特
別
委
員
会
へ
こ
の
議
案

を
付
託
し
、
特
別
委
員
会
の
中
で
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

※
３
月
定
例
会
ま
で
の
議
論
の

経
過
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
→

町
の
方
針
は

「
旧
坂
下
厚
生

総
合
病
院
跡
地
」

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会
で
の

審
議
の
概
要

　
　
　
指
針
と
い
う
も
の

の
位
置
付
け
は
。

議
決
が
必
要
な
の
か
。

　
　
　
方
針
を
住
民
説
明

会
で
説
明
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
庁
舎

に
関
す
る
こ
と
の
み
を
ま

と
め
指
針
と
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
議
決
を
い
た
だ

き
、
前
に
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
跡
地
利
用
も
含
め

て
具
体
的
に
も
っ

と
計
画
の
詳
細
を
詰
め
た

内
容
で
の
予
算
の
提
示
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
地
域
振
興
施
設
に

つ
い
て
は
こ
れ
か

ら
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
後
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
中
で
詳

細
を
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答問答

　
　
　
南
幹
線
か
ら
直
接

進
入
す
る
配
置
計

画
と
な
っ
て
い
る
が
、
危

険
な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
旧
坂
下
厚
生
病
院

の
配
置
を
参
考
に

し
ま
し
た
。
今
後
の
計
画

の
中
で
再
度
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
現
位
置
で
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
考

え
方
を
活
用
す
れ
ば
国
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
旧
坂
下
町
内
全
体

を
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
し
て
と
ら
え
て
お

り
ま
す
。
公
共
用
地
を
整

理
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問答問答

新庁舎建設に関する審議の流れ（３月定例会中）
本会議 新庁舎建設検討特別委員会

６日

「建設場所を含む会津坂下町役場新
庁舎建設の基本的な指針」が議会
に上程される。
特別委員会に付託する。

７日

議案である指針についての質疑応
答を行う。質疑が終わらないため
休会し、後日再び開催することを
決める。

13 日

７日からの質疑を再開する。
次期定例会まで継続審査とするか
を諮り、継続しないことを決める。
それぞれの議員が意見を出し合う
議員間討議を行う。

17 日

委員会付託を取り消す。
⇒本会議に審議を戻す。

質疑・討論・採決を行い、賛成多数（賛
７・反５・退１）で可決。



3 あいづばんげ議会だより 217号（令和７年４月25日発行）

役場新庁舎建設
議
会
最
終
日
冒
頭
に
、
議
長
よ
り
議

案
の
委
員
会
付
託
取
消
が
提
案
さ
れ
、

審
議
は
本
会
議
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

再
度
執
行
部
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
た
後
、
こ
の
議
案
に
対
す
る
討
論
、

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
は
、
賛
成　
７
名

　
　
　
　
　
　
　
反
対　
５
名

　
　
　
　
　
　
　
退
席　
１
名

と
な
り
、
賛
成
多
数
で
こ
の
議
案
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
（
詳
し
い
賛
否
は
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

用
地
西
側
使
用
の
理
由
が「
南

幹
線
か
ら
直
接
出
入
り
が
で
き

る
た
め
、
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
性
と
町

民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
現
地
を
見
る
と
南
幹
線
か
ら
の

右
折
進
入
、
退
出
が
で
き
な
い
交
通
規

制
が
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
用
地
東
側
使
用
予
定
団
体
の
施
設
建

設
が
遅
れ
る
と
、
建
設
期
間
の
東
側
用

地
へ
の
進
入
制
限
等
の
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
東
側
町
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
で
予
算
増
加
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
懸
念
材
料
も
「
こ
れ
か
ら

の
協
議
で
判
明
す
る
」
と
の
町
当
局
の

基
本
理
念
の
第
１
は
町
の
賑

わ
い
・
活
性
で
あ
る
は
ず
で
す
。

１
、
基
礎
杭
の
引
き
抜
き
に
よ
る
地
盤

の
不
安
定
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ

る
説
明
が
な
く
、
不
安
が
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
。

２
、
残
る
用
地
を
Ｊ
Ａ
が
利
用
す
る
と

し
て
い
る
が
、
不
確
実
な
要
素
で

あ
り
、
Ｊ
Ａ
が
参
考
人
と
し
て
の

説
明
が
な
く
不
安
定
要
素
が
あ
る
。

３
、
国
・
県
の
補
助
金
の
利
用
に
つ
い

て
の
踏
み
込
ん
だ
研
究
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。

４
、
移
転
し
な
け
れ
ば
用
地
取
得
費
が

不
要
に
な
る
。
厚
生
病
院
跡
地
の

こ
の
土
地
は
固
定
資
産
税
が
生
み

出
さ
れ
る
宝
の
土
地
で
あ
る
。
移

転
す
る
と
税
収
を
失
う
こ
と
に
な

り
、
移
転
し
な
い
こ
と
で
町
財
政

に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
検
討
・
説
明
が
不
十
分
で
あ

り
反
対
し
ま
す
。

五
十
嵐
一
夫 

委
員

３
つ
の
観
点
か
ら
討
論
し
ま

す
。１

つ
は
、
財
政
が
改
善
し
基

金
全
体
で
お
よ
そ
28
億
円
を
積
み
立
て
、

財
政
の
目
途
が
た
っ
て
い
る
こ
と
。
２

つ
目
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
お
よ
そ
３

年
間
か
け
て
、基
本
計
画
、基
本
設
計
、

実
施
計
画
が
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま

た
町
民
の
方
で
組
織
さ
れ
る
会
津
坂
下

町
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
も
協
議

が
さ
れ
る
こ
と
。
３
つ
目
は
、
現
庁
舎

周
辺
に
地
域
振
興
施
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
地
域
振
興
施
設

が
地
域
の
賑
わ
い
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。佐藤　

宗
太 

議
員

財
政
健
全
化
は
進
み
ま
し
た

が
、
将
来
負
担
な
ど
へ
の
懸
念

は
町
民
全
体
が
持
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
学
校
利
用
の
検
討
も
訴
え

て
き
ま
し
た
が
、
賛
同
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
指
針
で
は
、
財
政

負
担
も
含
め
、
必
要
な
新
庁
舎
建
設
の

大
筋
は
理
解
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
基

本
計
画
・
基
本
設
計
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
町
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、し
っ

か
り
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
議
会

と
し
て
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。小

畑　
博
司 

議
員

建
設
費
は
、
ど
の
場
所
で
も

か
か
り
ま
す
が
、
新
た
に
土
地

を
購
入
し
、
現
庁
舎
跡
地
に
地

域
振
興
施
設
を
建
設
す
る
に
は
８
億
か

ら
10
億
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
庁
舎
跡
地
に
新
庁
舎
を
建
設
す
れ
ば
、

０
円
で
す
。

行
政
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金
が
10
億
円

ほ
ど
貯
ま
っ
た
だ
け
で
、
こ
の
町
は
本

当
に
裕
福
な
町
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
私
は
ち
が
う
と
思
い
ま
す
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
庁
舎
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
指
針
に
反
対
し
ま
す
。

　
山
口　
　
享 

議
員

今
回
の
議
案
は
、
多
く
の
町

民
の
方
が
強
い
関
心
を
示
し
て

い
る
重
要
課
題
で
あ
り
、
１
月

31
日
に
執
行
部
か
ら
の
方
針
が
示
さ
れ

て
か
ら
内
容
の
審
議
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る

執
行
部
か
ら
の
回
答
、
資
料
の
提
供
等

を
受
け
、
可
否
に
つ
い
て
も
っ
と
し
っ

か
り
と
議
論
す
べ
き
で
す
。

本
計
画
の
町
の
将
来
に
与
え
る
影
響

を
考
え
、
現
段
階
の
内
容
で
は
反
対
の

立
場
を
と
る
他
な
い
と
判
断
い
た
し
ま

す
。

髙
久　
敏
明 

議
員

討
論

判断
保留

回
答
で
は
、
現
時
点
で
建
設
予
定
地
と

し
て
適
地
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
判
断
を

保
留
と
し
ま
す
。

五
十
嵐
正
康 

議
員
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（万円未満四捨五入）

令和 6 年度 補正額 補正後の額

一 般 会 計 △8,997万円 95億6,162万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 △6,455万円 18億5,318万円

介 護 保 険 △9,892万円 23億3,157万円

後 期 高 齢 者 医 療 266万円 2億2,669万円

坂 下 東 第 一 地 区
土地区画整理事業 △5,172万円 1億4,708万円

企
業
会
計

水道（収益的支出） △875万円 4億6,500万円

下水道（収益的支出） 1億6,207万円 6億7,426万円

用
地
取
得
費
の
予
算

に
反
対
し
て
い
ま
す
。

使
用
目
的
通
り
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な

い
の
で
購
入
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
取
得
を
し
な
け
れ
ば
そ

の
費
用
を
町
の
他
の
事
業
に
振

り
向
け
る
こ
と
が
で
き
、
事
業

の
促
進
と
町
の
経
済
効
果
に
寄

与
し
ま
す
。
県
か
ら
今
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
り
、
取
得
に
反
対

し
ま
す
。

五
十
嵐
一
夫 

議
員

放
置
自
転
車
対
策
を
強
化

事業費確定による精算
令和６年度一般会計補正予算ほか

教
育
長
を
再
任

南
幹
線
県
有
地
の
取
得

村
田
児
童
公
園
用
地
の

無
償
譲
渡

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

条 例補正予算

人 事

その他その他

人 事

　
放
置
自
転
車
等
対
策
条
例

町
内
の
放
置
自
転
車
の
撤
去
に
取

り
組
み
、
駐
輪
場
の
適
正
管
理
と
、

町
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

鈴
木　
茂
雄　
氏

　

 

任
期 　
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
令
和
10
年
３
月
31
日

　

 

取
得
金
額 　
２
億
２
２
５
万
円

　

 

契
約
の
相
手
方 　
福
島
県

　

 

地
目 　
公
園
及
び
公
衆
用
道
路

　

 

相
手
方 　
村
田
区　
区
長

酒
井　
秋
男　
氏

　
 

任
期 　
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
　
　
令
和
10
年
３
月
31
日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 17号
　財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
長

議案第 19号
　建設場所を含む会津坂下町役場新庁舎建設
の基本的な指針

× × ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ × ○ × ×

議案第 27号
　令和６年度会津坂下町一般会計補正予算（第
９号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

請願第３号
　高額療養費の限度額引き上げの見直しを求
める請願書について

× ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

発委第４号
　高額療養費の限度額引き上げの見直しを求
める意見書の提出について

× ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　退：退席　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案
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詳しい予算の内容は「広報あいづばんげ」または会津坂下町ホームページをご覧ください。

令和７年度予算

84 億 1,000 万円
前年度から 7 億２千万円増

予算から町の未来が見える
一般会計

重点事項１

重点事項 3

重点事項２

重点事項 4

人口減少対策人口減少対策

公共交通対策公共交通対策

担い手確保対策担い手確保対策

ＤＸの推進ＤＸの推進

4 事業　4,433 万円

１事業　7,270 万円

５事業　9,515 万円

１事業

特別会計

企業会計

47億8,601万円

15億786万円

（万円未満四捨五入）

会　計 令和７年度予算 前年比

特別会計

国民健康保険 18億9,620万円 833万増

介 護 保 険 24億1,469万円 1,507万増
後 期 高 齢 者
医 療 保 険 2億3,518万円 1,284万増

坂 下 東 第 一 地 区
土地区画整理事業 2億3,994万円 4,145万増

水　　道
事業会計

収 益 的 収 入 4億8,557万円 1,365万減

資 本 的 収 入 6,067万円 1億　612万減

下 水 道
事業会計

収 益 的 収 入 4億2,470万円 1億1,669万減

資 本 的 収 入 5億3,692万円 1億　937万増

物価高騰の対応をはじめ、本
年度策定の実施計画に基づき、
各種政策・施策に取り組むため
の予算編成となっています。

○交流人口対策事業
　町の魅力発見、体験ツアーを実施
○関係人口対策事業
　ＳＮＳの活用や移住フェアへの参加
　新規：移住定住専用ＳＮＳの活用
○定住人口対策事業
　住宅取得支援事業や空き家の利活用事業
○結婚支援事業
　新生活の経済的負担軽減、出会いの場の創出

通学路線の確保と地域生活路線バスの維持に
努める。また、高齢者へのバス券補助により利
用促進を図る。

新規：新たな交通手段の導入

○介護・生活支援の担い手育成事業
○担い手育成・確保事業
　新規：農業者の労働力確保支援
○中小企業・小規模事業者支援事業
　新規：中小企業経営安定資金の拡充
　　　　地域経済循環創造事業の実施
○観光物産協会運営支援事業

伝統的な祭りの維持・活性化、魅力的なイベ
ントの実施

○若者による地域づくり活動推進事業

ＤＸ計画を策定し、デジタル技術を各種の手
続等に導入することにより、住民サービスの向
上と事務作業の効率化を図る。
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国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

討論

令和11年度に県下で
税率が統一される。

当町の税率はどのくらい
の位置にあるのか。

認知症サポーターをど
のように活用していくの

か。

当町はおおよそ中間の位置にあ
ります。そのため、統一後の税率

は少し上昇する可能性があります。
上昇した場合には、基金を活用し

て急激な上昇を抑えたいと考えてお
ります。

チームオレンジを結成し、地域
全体で認知症への理解を広める活

動をしていきます。
また、症状が重くならないよう、

予防運動をやっていきたいと考えて
おります。

小畑　博司
議員

山口 　享
議員

生活
課長

生活
課長

〜令和７年度　会津坂下町一般会計予算〜

問

問

答

答

町はどこにお金をかけ　何を目指そうとしているのか

水野委 員 長（左）
物江副委員長（右）

※チームオレンジ
　認知症サポーターが、認知症の人やその家族の支援ニー
ズを具体的な支援につなげる仕組み

令
和
７
年
度
当
初
予
算
は

本
年
度
策
定
し
た
後
期
基
本

計
画
を
確
実
に
実
現
し
て
い

く
た
め
の
予
算
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
効
果
的
に
実
施
・
継
続

し
な
が
ら
町
民
の
皆
様
の
幸
福
度
が

高
ま
る
こ
と
を
期
待
出
来
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
財
政
健
全
化
の
重
点
的

な
取
り
組
み
は
令
和
６
年
度
で
終
了

し
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組

み
の
成
果
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
日
々
変
化
す
る
情
勢
に
も
対
応

し
な
が
ら
、
財
政
基
盤
の
確
立
と
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
調
整
を
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
賛

成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

青
木
美
貴
子 

議
員

質
疑
応
答
で
、
み
な
し
道

路
の
処
理
が
大
変
遅
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
み
な
し
道
路
事
業
を
効
果
的

に
処
理
す
る
こ
と
は
、
一
般
車
両
の

通
行
は
も
と
よ
り
、
災
害
対
策
・
緊

急
自
動
車
の
進
入
に
大
き
な
効
果
が

あ
り
ま
す
。
次
年
度
に
お
い
て
事
業

の
計
画
策
定
と
、
事
業
の
迅
速
な
進

行
の
検
討
を
お
願
い
し
賛
成
し
ま

す
。

五
十
嵐
一
夫 

議
員
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一  般  会  計

予算特別委員会は３月14日に開催され、多くの質疑応答が行われました。
主なものを要約してご紹介します。

モニターツアー・
婚活イベントの内容
は。

ふるさと納税の
寄附金は、経費等

を除いた場合どれく
らい使えるのか。

コミュニティバ
スの運行が始まる

が、規模はどのくら
いか。

町物産PR・集客
イベントの内容は。

町営住宅の改修
について、修繕が多
いのはどこの町営住
宅か。また修繕の傾
向は。

モニターツアーは首都圏の移住を目的
とする人を対象とし、町の風土や雰囲気

を感じてもらうため、２回実施する予定です。
婚活イベントは20代を対象に日帰り交流イ

ベントを、30~40代を対象に１泊のイベント
を予定しています。

自主財源に使えるのはおおむね半分です。
寄附金の使いみちについては、広報等を
通じてお知らせします。

現時点ではワゴン車２台で公共交通の
空白時間帯に５時間運行する想定をし、
10月からの開始を予定しています。

町物産PRは、首都圏で町の産品を使っ
た飲食の提供や情報発信をしていただい
ているＰＲ店舗25件へ、町のパンフレットや
のぼり旗設置などをしています。
集客イベントは、昨年好評であったe-スポー

ツイベントを今年も開催する予算となります。

予算に計上しているのは古町川尻住宅７・
８号棟です。町営住宅の長寿命化を見据え、
その後は新中岩田住宅の整備を予定していま
す。
細かい修繕内容では、電気の不具合や水
漏れなど水回りの修繕が多くなっています。

佐藤　宗太
議員

五十嵐 一夫
議員

小畑　博司
議員

五十嵐 正康
議員

五十嵐 孝子
議員

政策
財務
課長

政策
財務
課長

産業
課長

建設
課長

政策
財務
課長

問

問

問

問

答

答

答

答

答

町はどこにお金をかけ　何を目指そうとしているのか予
算

審
査

家庭系ごみ処理
手数料の収入減の

根拠は。

町の全体的なごみの量が減ったことが
要因です。
それに伴い、町指定ごみ袋の購入量も減

少しています。
横山 　智代

議員

生活
課長

問 答

問
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第１回定例会

討
論

〜
高
額
療
養
費
の
限
度
額
引
き
上
げ
の
見
直
し
を
求
め
る

請
願
書
及
び
意
見
書
に
対
す
る
討
論
〜

請
願
を
受
け
付
け
た
２

月
19
日
に
は
、
高
額
医
療

費
の
限
度
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
石
破
内
閣
総
理
大
臣
が
、

３
月
17
日
全
面
凍
結
。
新
年
度
予

算
案
も
再
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

一
国
の
総
理
大
臣
が
全
面
凍
結
し

た
わ
け
で
す
か
ら
、
願
意
は
通
っ

た
と
思
い
ま
す
。

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
見
直
す

こ
と
と
あ
り
ま
す
が
、
全
面
凍
結

で
あ
り
ま
す
の
で
、
意
見
書
を
出

す
理
由
が
な
い
わ
け
で
あ
り
、
反

対
と
し
ま
す
。

山
口  　
享 

議
員

高
額
療
養
費
限
度
額
の

引
き
上
げ
が
多
く
の
国
民

の
声
の
高
ま
り
に
よ
り
凍

結
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
下
げ
、

廃
止
が
必
要
で
す
。

国
民
の
生
活
と
命
・
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
さ
ら
に
声
を
大
き
く

届
け
る
べ
き
で
す
。

横
山　
智
代 

議
員

「
高
額
療
養
費
の
限
度

額
引
き
上
げ
」は
、
物
価

が
上
が
っ
て
い
く
の
に
賃

金
や
年
金
上
が
ら
な
い
状
況
の
中
、

一
生
懸
命
に
生
活
を
保
ち
つ
つ
、

治
療
を
受
け
た
い
と
願
う
人
々
を

さ
ら
に
鞭
打
つ
も
の
で
す
。
制
度

利
用
者
の
負
担
増
は
も
と
よ
り
、

い
ま
ま
で
は
限
度
額
に
届
い
て
い

た
が
今
後
届
か
な
く
な
る
方
も
多

数
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

制
度
の
持
つ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
が
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
診
抑
制
や
治
療
中
断
、
重
症
化

の
問
題
な
ど
、
負
の
波
及
効
果
が

生
じ
る
危
険
性
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
は
誰
も
が
高
齢
者
と
な

り
、
ま
た
世
代
を
問
わ
ず
高
額
な

医
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

可
能
性
が
あ
る
中
で
、
国
民
が
安

心
し
て
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
本
請
願
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

五
十
嵐
孝
子 

議
員

高
額
療
養
費
の
限
度
額

引
き
上
げ
の
見
直
し
を
求

め
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
主
旨
賛
同
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
3
月
7
日
に
石

破
総
理
に
よ
り
、
見
直
し
、
見
送

り
の
方
針
が
示
さ
れ
た
以
上
、
引

き
上
げ
の
見
直
し
は
達
せ
ら
れ
、

意
見
書
提
出
は
適
切
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。

佐
藤　
宗
太 

議
員

石
破
総
理
は
ガ
ン
患
者

団
体
な
ど
の
悲
痛
な
訴
え

を
受
け
て
、
高
額
療
養
費

の
限
度
額
引
き
上
げ
見
直
し
を
表

明
し
ま
し
た
が
、
難
病
を
抱
え
る

人
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
全
体
の

訴
え
で
あ
り
、
今
後
も
不
透
明
で

あ
る
こ
と
か
ら
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

小
畑　
博
司 

議
員

件　　名 請 願 者 紹介議員 結 果

第１号 緊急防災・減災事業債の期間延長及
び一層の充実を求める請願について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 採択

第２号 持続可能な農業の発展を築き、食料
自給率を高めるための請願について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 採択

第３号 高額療養費の限度額引き上げの見直
しを求める請願書について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 横山智代 採択

第４号 はたらく女性への健康配慮を求める
請願について

会津の大地と健康を守る会
代表　千葉親子 小畑博司 継続

審査

第５号
福島県最低賃金の引き上げと早期発
効を求める意見書提出の請願につい
て

日本労働組合総連合会
福島県連合会両沼地区連合会
議長　檜山洋明

小畑博司 採択

請請 願願
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一般質問は議員が町政全般について、現状や方針
を問うものです。　
一人あたりの持ち時間は答弁を含めて50分間で

す。今定例会では８人が登壇しました。
掲載している内容は質問者自身が要約し、広報広

聴特別委員が校正したものです。
QRコードから各議員の質問の映像をご覧いただ

けます。
また、会議録もホームページでご覧いただけます。

これでいいのか！

町 政

会議録

般一 質 問

新
庁
舎
建
設
場
所
の
提
案

検
討
委
員
会
は
答
申
し
な
い

五
い が ら し

十嵐  一
かず

夫
お

 議員

病院からは敷地外の薬局へ行くこ
とになる。バスに乗るには戻って来
る。冬は雪道と凍結で危険もある。

議
論
は
足
り
て
い
る
の
か

次回の定例会は町長選挙の関係で
７月に開催予定です。
議会の雰囲気を肌で感じ、一緒に
考えてみませんか？

第２回定例会は変則的な日程になっ
ています。

議会を傍聴
しませんか？

【令和７年第２回定例会日程（予定）】

７月

１日（火） 招 集 日

３日（木） 一 般 質 問

４日（金） 一 般 質 問

1０日（木） 最 終 日

※日程は変更になることがあります。

　
　
　
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
３
件

問
う
。

　
新
庁
舎
移
転
の
検
討
委
員
会
の
審
議

は
、
回
数
３
回
・
時
間
90
分
く
ら
い
と
、

審
査
・
検
討
を
十
分
に
し
て
い
な
い
。
委

員
会
を
指
揮
す
る
町
責
任
者
の
対
応
を
問

う
。

　
　
　

委
員
会
は
建
設
場
所
の
み
の
諮

問
・
答
申
は
行
わ
な
い
と
い
う
委

員
の
総
意
で
あ
り
、
町
が
責
任
を
も
っ
て

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
厚
生
病
院
の
院
外
処
方
移
行
。
診

察
と
処
方
薬
の
受
け
取
り
が
一
度

で
で
き
な
く
な
っ
た
。
通
院
患
者
に
移
動

と
い
う
負
担
を
強
い
る
院
外
処
方
移
行

に
、
何
一
つ
対
応
せ
ず
傍
観
し
た
。
町
民

に
向
き
合
わ
な
い
町
執
行
責
任
者
と
し
て

の
対
応
を
批
判
す
る
。

　
　
　
処
方
形
態
は
医
療
機
関
の
方
針
で

あ
り
、
病
院
機
能
の
維
持
と
存
続

の
た
め
必
要
な
判

断
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
朝
立
地
区

の
集
落
協

定
の
会
計
処
理
の

不
祥
事
は
町
の
検

問答問答問

査
に
も
不
手
際
が
あ
り
、
町
の
責
任
の
所

在
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
執
行
責
任
者

と
し
て
の
対
応
を
批
判
す
る
。

　
　
　

集
落
協
定
側
が
刑
事
告
訴
せ
ず
、

町
も
刑
事
告
発
し
な
い
こ
と
を
、

国・県
に
対
し
丁
寧
な
報
告・説
明
を
行
っ

た
結
果
了
承
さ
れ
た
。
今
後
も
町
が
行
う

指
導
・
助
言
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
き
ま

す
。町

職
員
の
守
秘
義
務
の
順
守

特
に
年
末
年
始
は
徹
底
を
指
示

　
　
　
町
職
員
の
守
秘
義
務
が
順
守
さ
れ

て
い
る
か
、
職
員
に
ど
の
よ
う
に

指
導
を
徹
底
し
て
い
る
か
。

　
　
　
新
規
採
用
者
に
は
服
務
に
関
す
る

研
修
会
に
お
い
て
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
特
に
疑
念
を
抱
か
れ
や
す
い
年
末
年
始

に
は
、
全
職
員
に
対
し
守
秘
義
務
の
徹
底

を
指
示
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
言
動
に
よ
り
町
民
が
誤
解
や
不

安
を
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
職
員
の
自

覚
や
認
識
不
足
で
す
、
指
導
が
不
十
分
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
職

員
研
修
を
通
し
て
守
秘
義
務
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

答問答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→
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空
き
家
問
題
を
景
観
や
防
災
、
防

犯
上
の
問
題
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
、
若
者
の
定
住
、
新

た
な
産
業
創
出
な
ど
、
空
き
家
対
策
を
町

の
総
合
施
策
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
町

の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
　
　

現
在
、「
会
津
坂
下
町
空
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
及
び

「
会
津
坂
下
町
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基

づ
き
空
き
家
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
は
、
空
家
等
除
却
推
進
事
業
補

助
金
の
創
設
及
び
空
き
家
等
の
除
却
後
の

土
地
の
固
定
資
産
税
に
対
す
る
特
例
措
置

を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
空
き
家

の
適
正
管
理
の
推
進
、
利
活
用
の
促
進
を

基
本
方
針
と
し
て
対
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問答

　
　
　
加
齢
性
難
聴
へ
の
補
聴
器
購
入
の

際
の
補
助
と
「
聞
こ
え
」
に
対
す

る
聴
力
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

補
聴
器
購
入
費
の
補
助
制
度
は
、

県
内
の
自
治
体
で
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
が
、
そ
の
補
助
の
在
り
方
は
様
々

で
、
補
助
の
目
的
や
効
果
が
明
確
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
「
介
護
予
防
・
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
す
る
予
定

で
す
の
で
、
そ
の
調
査
に
合
わ
せ
て
聞
こ

え
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、
加
齢
性
難

聴
の
実
情
や
社
会
参
加
の
状
況
等
の
把
握

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
を
住
民

に
も
知
ら
せ
る
べ
き
で
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
を
し

て
お
り
ま
す

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
を
住
民

に
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。
ま
た
、

住
民
の
生
活
支
援
の
た
め
な
ど
に
は
使
わ

れ
な
い
の
か
。

問答問

髙
たか

久
く

　敏
とし

明
あき

 議員

横
よこ

山
やま

　智
ち

代
よ

 議員

加
齢
性
難
聴
者
へ
補
聴
器
購
入
補
助
を

空
き
家
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は

加
齢
性
難
聴
の
実
情
や
社
会
参
加
の

状
況
等
の
把
握
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

空
き
家
の
適
正
管
理
の
推
進
、
利
活

用
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す

町
の
対
応
は

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
考
え
て

官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
む
考
え

は関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
会
津

坂
下
町
空
家
等
対
策
審
議
会
に
て

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す

　
　
　
民
間
企
業
、
自
治
会
な
ど
の
地
域

団
体
と
の
連
携
、「
空
家
等
管
理

活
用
支
援
法
人
」
の
指
定
な
ど
、
官
民
が

連
携
し
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
関
係
行
政
機
関
や
、
識
見
者
と
し

て
宅
地
建
物
等
関
係
団
体
で
構
成

さ
れ
る
会
津
坂
下
町
空
家
等
対
策
審
議
会

に
て
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
空
家
等

管
理
活
用
支
援
法
人
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
全
国
的
な
取
組
状
況
や
近
隣
市
町
村

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
指
定
を
判
断
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問答

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
金
額
・

件
数
と
も
に
毎
年
増
加
傾
向
に
あ

り
、
本
年
は
６
億
円
を
超
え
る
寄
附
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
支
援
」「
只
見
線
利
活
用
推
進
」

等
の
６
項
目
を
寄
附
目
的
と
し
て
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
お
り
、
寄
附
者
の
意
向

を
尊
重
し
な
が
ら
、
町
の
重
要
施
策
等
に

て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
使
い
道
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
寄
附
の
実
績
・
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
住
民
の
生
活
支
援
と
い
っ
た
寄

附
項
目
は
設
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
６

項
目
の
寄
附
の
目
的
の
事
業
実
施
や
、
寄

附
金
に
よ
り
自
主
財
源
を
確
保
で
き
て
い

る
こ
と
は
広
く
住
民
に
繋
が
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
豪
雪
時
に
お
い
て
の
町
の
対
策
・
対
応

の
検
証

問
雪
害
時
の
職
員
の
住
民
に
対
し
て
の
対

応
と
今
後
の
課
題

答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→
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雪
の
排
雪
場
も
捨
て
る
場
所
も
無

く
、
町
民
の
不
安
と
戸
惑
い
も
大

き
く
な
り
ま
す
。
雪
捨
て
場
を
シ
ー
ズ
ン

前
か
ら
設
置
し
、
周
知
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鶴
沼
球
場
北
側
駐
車
場
や
比
較
的

面
積
の
広
い
諏
訪
公
園
・
稲
荷
塚
公
園
及

び
緑
町
公
園
を
雪
捨
て
場
と
し
て
常
設
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

空
き
店
舗
の
利
用
に
つ
い
て
考
え

は短
期
的
に
借
用
し
利
用
の
可
能
性

を
進
め
て
参
り
ま
す

　
　
　
空
き
家
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
店
が
多
く

な
る
中
で
、
社
会
状
況
を
踏
ま
え

て
町
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　
後
継
者
不
足
に
よ
る
空
き
店
舗
の

増
加
も
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
平
成

七
年
度
よ
り
「
会
津
坂
下
町
空
き
店
舗
等

改
修
支
援
事
業
補
助
金
」
を
新
設
し
、
空

き
店
舗
を
活
用
し
て
新
た
に
事
業
を
始
め

よ
う
と
す
る
事
業
者
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
２
店
舗
を
借
り
上
げ

問答問答

　
　
　
生
活
保
護
世
帯
だ
け
で
な
く
、
子

育
て
世
代
の
多
く
が
物
価
高
騰
に

よ
り
生
活
苦
を
訴
え
て
い
る
。
令
和
５
年

か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
保
育
料
の
引
き
下

げ
や
、
義
務
教
育
に
お
け
る
負
担
の
軽
減

策
と
し
て
、
学
校
給
食
・
修
学
旅
行
や
中

学
の
制
服
な
ど
を
無
償
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　
保
育
料
に
つ
い
て
は
国
の
定
め
る

基
準
額
の
３
割
負
担
か
ら
５
割
負

担
に
改
定
し
ま
し
た
。
低
所
得
世
帯
や
一

人
親
世
帯
な
ど
へ
の
負
担
軽
減
措
置
も
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
定
期
的
に

見
直
し
の
協
議
を
致
し
ま
す
。
学
校
給
食

の
無
償
化
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
情
報
に

注
視
し
、
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
修
学
旅
行
や
中
学
の
制
服
に
つ
き
ま

し
て
は
費
用
負
担
が
困
難
な
保
護
者
へ
は

就
学
援
助
費
と
し
て
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
坂
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

事
業
と
し
て
、「
制
服
譲
り
愛
」
の
リ
ユ
ー

ス
を
ご
案
内
す
る
な
ど
、す
べ
て
の
生
徒・

児
童
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。

問答

青
あ お き

木 美
み き こ

貴子 議員

雪
捨
て
場
を
は
じ
め
か
ら
設
置
す
べ
き

次
年
度
か
ら
は
雪
捨
て
場
と
し
て
常

設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

「
℮

−

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
」「
一
日
そ
ば

屋
」
と
し
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

町
な
か
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
子
ど
も
食
堂
も
含
め
、
増
え
て
い

る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
集
え

る
場
と
し
て
地
域
食
堂
を
設
置
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
子
ど
も
食
堂
は
食
事
の
提
供
を
通

じ
て
子
供
の
貧
困
対
策
や
子
供
の

居
場
所
作
り
・
地
域
交
流
の
場
と
し
て
の

役
割
を
担
う
支
援
施
策
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
地
域
食
堂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
ば
会
の
開
催
や
、
参
加
者
各
自
が
持
ち

寄
っ
て
お
茶
会
を
し
て
い
る
サ
ロ
ン
等
も

あ
り
、
ま
た
食
育
活
動
や
℮

−

ス
ポ
ー
ツ

と
い
っ
た
子
供
た
ち
と
多
世
代
交
流
を
図

る
サ
ロ
ン
等
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
新
た
な
地
域
食
堂
に
は
か
か
わ
ら
ず
各

地
域
に
お
け
る
サ
ロ
ン
活
動
の
中
で
、
地

域
の
方
々
が
集
ま
り
会
話
や
食
事
が
出
来

る
地
域
食
堂
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答

高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
課
題
は

町
民
相
互
が
支
え
合
う
社
会
を
目

指
し
ま
す

　
　
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
急

増
し
、
医
療
費
の
個
人
負
担
も
増

え
る
中
で
医
療
控
え
も
懸
念
さ
れ
、
健
康

保
持
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
高

齢
者
福
祉
の
あ
り
方
を
伺
う
。

　
　
　
65
才
以
上
の
人
口
は
五
千
五
百
十

五
人
、
38・９
％
と
な
っ
て
お
り
、

国
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

う
ち
千
二
百
五
十
四
人
が
一
人
暮
ら
し
で

孤
独
・
孤
立
が
深
刻
な
問
題
で
す
。
高
齢

者
が
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
・
行
政
・
医
療
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
と
、
社
会
全
体
で
高
齢
者
を

支
え
る
仕
組
み
を
構
築
し
な
が
ら
、「
見

守
り
」「
居
場
所
づ
く
り
」
を
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
生
活
保
護
制
度
や
困
窮
者
支
援
な
ど
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
活
か
さ
れ
て
い

る
か
。

問答

小
お

畑
ばた

　博
ひろ

司
し

 議員

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
や
、
中
学

の
制
服
を
無
償
化
で
き
な
い
か

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

費
用
負
担
が
困
難
な
保
護
者
に
は
援
助
し
て
い
ま
す

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→
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て
常
設
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
前
に
町
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

町
民
の
皆
さ
ま
へ
周
知
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。町

上
水
道
の
安
全
性
は

今
年
度
は
安
心
安
全
な
水
道
水
の

安
定
供
給
に
努
め
て
お
り
ま
す

　
　
　
水
質
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
検
査
は
水
道
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
色
・
濁
り
・

残
留
塩
素
等
検
査
は
一
日
一
回
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
の
検
査
は
、
川
西
・
片
門
・

八
幡
地
区
の
配
水
系
統
ご
と
に
三
箇
所
選

定
し
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
大

腸
菌
・
一
般
細
菌
・
塩
化
物
イ
オ
ン
・
有

機
物
・
Ｐ
Ｈ
値
・
味
・
臭
気
・
色
度
及
び

濁
度
の
検
査
は
月
一
回
、
水
質
基
準
五
十

一
項
目
に
つ
い
て
は
、
給
水
栓
の
水
が
常

に
安
定
し
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
三
年
に
一
回
の
検
査
頻
度
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
安
全
で
良
質
な
水
を

供
給
す
る
た
め
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問答

五
い が ら し

十嵐 正
まさ

康
やす

 議員

目
め

黒
ぐろ

　克
かつ

博
ひろ

 議員

　
　
　
除
雪
は
ど
の
様
な
基
準
で
出
動
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
実
施
要
領
に
は
、
除
雪
の
目
的
や

除
雪
路
線
の
設
定
、
出
動
基
準
、

除
雪
機
関
及
び
路
線
図
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
出
動
基
準
は
午
前
２
時
に
15
セ
ン
チ

以
上
の
積
雪
で
出
動
し
、
通
勤
時
間
前
の

午
前
７
時
を
目
途
に
完
了
す
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
が
、
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
基
準
積
雪
以
下

で
も
出
動
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
次
年
度
は
、
出
動
の
判
断
を
前
日
の
天

気
予
報
等
に
よ
り
、
基
準
時
間
の
前
倒
し

で
出
動
す
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
・
要
望
に
対
し
て
は
、
迅
速
な

対
応
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
雪
捨
て
場
の
確
保
と
町
民
へ
の
周

知
は
。

　
　
　
今
年
度
は
緊
急
的
に
鶴
沼
球
場
北

側
駐
車
場
及
び
区
画
整
理
地
区
内

県
所
有
地
に
設
置
を
し
ま
し
た
。
次
年
度

以
降
は
鶴
沼
球
場
北
側
駐
車
場
を
含
む
、

町
内
の
都
市
公
園
の
う
ち
諏
訪
公
園
・
稲

荷
塚
公
園
・
緑
町
公
園
を
雪
捨
て
場
と
し

問答問答

　
　
　
具
体
的
な
全
体
予
算
を
積
算
で
き

て
い
る
か
。

　
　
　
庁
舎
本
体
の
建
設
費
と
し
て
は
27

億
円
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
に
か
か
る
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
概
算
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
令
和
７
年
２
月
策
定
の
長
期
財
政

計
画
に
計
上
し
、
今
後
10
年
間
の
財
政
状

況
を
検
証
し
て
、
財
政
運
営
が
見
込
め
る

こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
な
事

業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
り
の
敷
地
を

使
用
す
る
団
体
等
と
の
協
議
を
進
め
た
上

で
、
周
辺
整
備
も
含
め
、
今
後
の
基
本
計

画
の
中
で
検
討
し
、改
め
て
積
算
の
う
え
、

お
示
し
ま
す
。

問答

具
体
的
な
計
画
内
容
に
つ
い
て

南
幹
線
か
ら
の
右
折
ア
ク
セ
ス

は
？

　
　
　
示
さ
れ
た
青
写
真
で
予
定
地
の
西

側
を
使
う
と
し
て
い
る
理
由

　
　
　
敷
地
の
形
状
か
ら
西
側
の
方
が
南

幹
線
か
ら
直
接
出
入
り
が
で
き
る

た
め
、
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
性
と
町
民
の

利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
た
め

で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
敷
地
の
使
用

範
囲
が
ど
ち
ら
側
に
な
る
の
か
や
、
新
庁

舎
の
配
置
位
置
、
及
び
敷
地
内
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
残
り
の
敷
地
を
使
用
す
る
団

体
等
の
意
向
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
団
体
等
と
協
議
の
上
、
今

後
策
定
す
る
新
庁
舎
建
設
の
基
本
計
画
の

中
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
必
要
面
積
の
積
算
に
つ
い
て

問
Ｄ
Ｘ
推
進
の
体
制
は

問
現
庁
舎
周
辺
へ
建
設
予
定
と
し
て
い
る

振
興
施
設
の
具
体
像
は

問答

庁
舎
建
設
に
つ
い
て

町
の
除
雪
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

新
庁
舎
を
早
期
に
建
設
し
ま
す

実
施
要
領
に
基
づ
き
、
除
雪
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か
す
の
か

地
域
と
の
連
携
も
考
え
て

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

現役場庁舎
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10
月
30
日
に
議
長
か
ら
議
会
改
革
特
別

委
員
会
に
諮
問
が
な
さ
れ
、
次
の
3
点
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
。

１　
議
会
モ
ニ
タ
ー
・
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー

に
係
る
規
定
お
よ
び
要
綱
の
策
定

２　
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
係
る
規
定
お
よ
び
要
綱
の

策
定

３　
正
副
議
長
選
に
お
い
て
指
名
推
選
の

方
法
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
可
否
の
検
討
、
お
よ
び
、
そ
の
他

正
副
議
長
選
挙
の
透
明
化
に
か
か
る

事
項
の
検
討

諮
問
１
と
３
は
令
和
７
年
第
１
回
定
例

会
ま
で
の
答
申
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
委

員
会
で
は
次
の
通
り
3
月
17
日
に
答
申
い

た
し
ま
し
た
。

真
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
仕
組

み
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
調
査
研
究
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
答
申
内
容
】

１　
議
会
モ
ニ
タ
ー
・
政
策
サ
ポ
ー

タ
ー
の
両
方
の
制
度
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
進
め
、
当
議
会

に
あ
う
制
度
の
導
入
を
図
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
運
用
開
始

を
目
指
す
。

２　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
係
る
町
当
局
の
動
き
に

注
視
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、

要
望
等
が
あ
れ
ば
町
当
局
に
提

案
す
る
。

３　
正
副
議
長
選
挙
に
お
い
て
、
地

方
自
治
法
に
準
拠
し
、
指
名
推

選
の
方
法
を
追
加
す
る
よ
う
申

し
合
わ
せ
事
項
を
改
正
す
る
。

ま
た
、
正
副
議
長
選
挙
の
選
挙

結
果
を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す

る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

佐
さ

藤
とう

　宗
そう

太
た

 議員   

　
　
　
当
町
の
持
続
可
能
な
農
業
の
た
め

に
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制

度
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
農
林
水
産
大
臣
登
録
申
請
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。１
つ
目
は
、

同
種
の
他
産
品
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、
不
正
使
用

を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
３
つ

目
は
、
海
外
で
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
優
位

に
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
等
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
べ
き

産
品
の
選
定
や
、
本
制
度
を
活
用
す
る
有

効
性
の
検
証
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
豪
雪
に
よ
る
休
校
時
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
購
入
し
た

一
人
一
台
の
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
は
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち
帰
り
家

庭
学
習
に
活
用
す
る
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
は
、
臨
時
休
校
時
で
も

自
宅
等
で
継
続
し
て
学
習
し
て
い
く
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問答問答

　
　
　
記
録
的
な
積
雪
時
に
お
け
る
通
学

路
安
全
確
保
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　
　
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
３
日
間

を
臨
時
休
校
と
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
関
係

機
関
に
除
雪
作
業
の
依
頼
や
、
職
員
で
の

学
校
周
辺
の
除
雪
作
業
を
し
ま
し
た
が
、

通
学
路
の
安
全
確
保
ま
で
は
時
間
を
要
し

ま
し
た
。
学
校
が
再
開
さ
れ
た
後
も
歩
道

の
除
雪
等
、
行
き
届
い
て
い
な
い
箇
所
も

あ
っ
た
こ
と
な
ど
課
題
を
残
す
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
保
護
者
に
対
す
る
迅

速
な
情
報
提
供
や
、
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
の
あ
り
方
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
、
通

学
路
や
路
線
バ
ス
の
安
全
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
災
害
（
豪
雪
対
策
）
に
つ
い
て

問
い
じ
め
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

※
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
的
、
人
文
的
、

社
会
的
な
要
因
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
品
質
、

社
会
的
評
価
等
の
特
性
を
有
す
る
産
品
の
名

称
を
、
地
域
の
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る

制
度
。

問答

「
※
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
」の
取
り
組
み
の
現
状
は

「
会
津
み
し
ら
ず
柿
」
を
登
録
す
る
動
き
が
あ

り
ま
し
た
が
、
登
録
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

地
域
の
財
産
の
た
め
に

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→
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１月25日、第１弾として、川西地区区長会と川西未来づくりの会の方々にお申し込みをいた
だき、川西コミュニティセンターにてばんげ未来トークを開催しました。
まず現状をお聞きし、何が課題になっているのか、問題点はどこにあるのかお聞きしました。

【 議会の対応 】
お話を伺い、利便性の高い公共交通

を実現するために、現状の法律（規制）
がどのようになっているのかをまず把
握する必要があります。
その上で、どのような公共交通のあ

り方が会津坂下町にとって理想的なの
かを今後研究していく必要があると感
じました。
担当である総務産業建設常任委員会

の中で、町へ提言できるよう検討を重
ねていきます。

令和７年度も引き続き開催していきますので、ぜひお問い合わせください。

【 川西地区の現状と課題 】
○川西地区は、高齢化率64％であり、運転免

許証を返納すると出歩かなくなり、フレイル
化につながることが心配される。

○現在バスは、袋原⇔坂下町内間が学校への通
学のある日は４便あるが、学校の休みの日は
1便しか運航していない。坂下までの交通手
段が心配である。

○公共交通が不便だと若い世代が移転してしま
うので集落維持が心配である。

【 参加された皆さんから出た意見 】
○生活しやすい公共交通を。
○公共バスを通学時の朝晩のみとし、その他に

新たな運行を検討できないか。
○病院独自の送迎ができないか。
○法律の壁があるが、福祉施設の車両の有効利

用はできないか。
○退職された2種免許保有者にご協力をいただ

けないか。

ばんげ未   来トークばんげ未   来トーク
テーマ「高齢化社会における公共交通」
川西地区区長会と川西未来づくりの会

川西みらい
づくりの会

会長
永山 宏一さん

前川西地区
区長会
会長

唐司 新一さん

私は長井在住の今年
67歳、妻と二人暮らし
です。将来の運転免許証
返納を意識すると、生活
の不便さと行動範囲の縮
小が心配です。地域の急
速な高齢化に対し、地
域・議会・町が危機感を
共有し、一緒に対策を
考えていくことを願いま
す。未来トークの持ち方
には、敷居を低くする工
夫が必要と感じました。

初めて「未来トーク（議員懇談会）」に参加
しました。

近年、全国的に進む少子高齢化ですが、
坂下町も例外ではなくますます加速してい
ます。

高齢者の交通事故防止対策として「免許
返納」がありますが、会津坂下町は都市部
にくらべ「交通空白・不便」地域が多く、返
納後の不安から「返納したくても返納でき
ない」ことが問題なのではないでしょうか。
今回、近い将来に起こりうるであろう課題
に対して、議会議員と地域住民が情報を共
有できたことは大変有意義なことだと思い
ます。
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議会では平成21年度に議会報告会を初めて開催し、地域住民と意見や情報を交換し、町民の
多様な意見を反映させる取り組みを始めました。

令和６年度に議員の改選を迎え、改めて町民の皆さんの声を聞き、多様な意見を反映させる方
法を検討してきました。どうしたらより多くの声を集められるか、集まった声をどうしたら政策
に反映させていけるのか。
まずは、ばんげの明るい未来を皆さんと一緒に語りたいという思いから、ばんげ未来トークを
再始動することになりました。

ばんげ未   来トークばんげ未   来トーク
ばんげ未来トークとは…
これまでの経緯

再始動

その後、町民議会懇談会と名前を変え開催してき
ましたが、なかなか参加者は増えず、どうすれば参
加していただけるのか、意見をお聞きできるのかを
検討してきました。
そうして平成29年度より始まったのが、ばんげ
未来トークです。それまでの参加募集型から、町民
からの要請に応えどこへでも議員が出向く議員派遣
型へ実施方法を変更しました。毎年多くの団体から
の依頼を受け、意見を伺う事ができました。そこで
出た意見をまとめ、町長に提言書を提出したり、平
成30年度には、町民から出された意見を「議会を
代表しての一般質問」として執行部にぶつけたりし
てきました。
令和２年から３年度はコロナ禍により開催できま
せんでしたが、令和４年度から段階的に開催をして
きました。

コロナ禍前までの経緯
年度 参加者数 特徴的な出来事

平成 21 年 129 名 初めての議会報告会

平成 22 年 126 名 「町民・議会懇談会」へ
名称を変更

平成 23 年 98 名
平成 24 年 74 名

平成 25 年 50 名 パネルディスカッション
方式

平成 26 年 57 名
平成 27 年 102 名

平成 28 年 45 名 基調講演と意見交換会の
２部制を導入

平成 29 年 112 名 ばんげ未来トークへ変更
平成 30 年 113 名
令和元年 ８７名

ばんげ未来トークばんげ未来トーク

派 遣 依 頼 募 集派 遣 依 頼 募 集
私たちと一緒に「ばんげの明るい未来」に

ついて語り合いませんか？
皆さんが日ごろ感じていることを、お聞か

せください！

◎申込方法◎
　実施希望日の３週間前までに、議会事
務局へお申し込みください。
　　詳しくはこちらで
　　ご確認ください⇒⇒
まずはお問い合わせ
ください！

【問い合わせ・申し込み先】
　会津坂下町議会事務局 ☎ 84 － 1507

〜ばんげの未来を

　 町民のみなさんと

　　　 一緒に考える〜
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坂下地区地域づくり協議会地域振興部会では、毎年「竹あかり」を
作製し、出来上がった作品を年末から年明けまで役場前で飾っていま
す。

竹あかりを飾る前は、イルミネーションを飾っていましたが、竹あ
かりから感じられる “ 和 ” を坂下地区でも広められたら良いなという
思いで、米沢市を拠点に活動している “ 夢プロジェクト『竹あかり×
ゆき×祈り』” さんに一から教えていただきました。

また、毎年、竹あかりのデザイン画を会津短大デザイン情報コース
プロダクトゼミの学生さんに、竹は、町民の方に提供してもらってい
ます。

竹あかりを始めて数年ということもあり、毎回試行錯誤しながら部
会のメンバーと夜な夜な楽しく作業をしています。

今後も無理のない範囲
で作製しながら、数年後
には「凄っ！」と思って
もらえる作品を飾りたい
と思います。

竹あかり
坂下地区地域づくり協議会

今回は、坂下地区地域づくり協議会地域
振興部会で行われている「竹あかり」を広報
広聴特別委員の物江政博が取材しました。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！

一
斉
に
咲
く
姿
か
ら
、「
繁

栄
」や「
豊
か
さ
」の
花
言
葉
と

す
る
桜
。

令
和
７
年
３
月
31
日
、
こ
の

日
に
坂
下
町
在
住
の
方
な
ら
ほ

と
ん
ど
の
方
が
知
っ
て
い
る「
杉

の
糸
桜
」を
見
て
き
ま
し
た
。

今
年
２
月
に
、
会
津
地
方
を

襲
っ
た
豪
雪
は
、
我
々
人
間
だ

け
で
な
く
、
こ
の
地
に
生
存
す
る

樹
木
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
杉
の
糸
桜
」の
樹
齢
は
推
定

二
百
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
例
年
の
通
り
、
我
々
の

心
を
和
ま
せ
る
桜
が
満
開
に
な

る
事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
物
江
政
博
）

役場庁舎前のイルミネーション


